
世界を変えるための 17 の目標

男女共同参画ってなあに？　Part 104

１０代・２０代に対する性暴力の手口が巧妙になっています。
「被害にあっているかも」と思ったら、ひとりで悩まずご相談ください。

問い合わせ先　政策企画課　政策企画係　☎６８－２２１１（内線３３３）

男女（みんな）の個性個性が輝き　
　　思いやりでつながるまち　とね思いやりでつながるまち　とね

認知症地域支援推進員のつぶやき　№ 52

「 ３ な い 」

　SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない（leave no one 
behind）」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。2015 年の国連サミットにおいて全ての加盟
国が合意した「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」の中で掲げられました。2030 年を達成年限とし、17 のゴー
ルと 169 のターゲットから構成されています。

SDGs とは？

私たちはここにいます！
　認知症地域支援推進員配置施設
　●地域包括支援センター　　☎６８－８９４１　　　　●利根町保健福祉センター　　　☎６８－８２９１
　●複合施設　響　　　　　　☎６１－８５００　　　　●介護老人保健施設もえぎ野　　☎８４－６０８１

目標４　質の高い教育をみんなに
目標４のターゲットは 10 です。主なターゲットをご紹介します。
4.1　�2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、適切かつ効果的な学習成果をもたらす、無償か

つ公正で質の高い初等教育及び中等教育を修了できるようにする。
4.2　�2030 年までに、全ての子供が男女の区別なく、質の高い乳幼児の発達・ケア及び就学前教育に

アクセスすることにより、初等教育を受ける準備が整うようにする。

　認知症の方と接する際に、心掛けとして次の３つの「ない」が大切と言われています。
１　驚かせない
２　急がせない
３　自尊心を傷つけない
　認知症になると記憶や物事を判断する「認知機能」が低下するため、考える時間が必要となり、それに伴いど
うしても動作が遅くなる傾向があります。しかし、ここで大切な考え方が「できない」のではなく「時間をかけ
ればできることがある」ということです。「早くして」と急かしたり、「どうしてできないの」などイライラした
態度で対応することは自尊心を傷つけ、信頼関係を損なう要因となります。信頼関係を損なうと本人は心を閉ざ
し、さらに症状が進む可能性があるので気をつけなければなりません。

【認知症サポーター養成講座のご案内】
　地域包括支援センターでは、認知症を正しく理解し、認知症の人やその家族を見守り、支援するため「認知症サ
ポーター養成講座」を開催しています。約 90 分の講座で、５人集まれば開催可能です。皆さんも認知症サポーター
になってみませんか！

巧妙になっている 10代・20代に対する性暴力の手口

※福祉課 社会福祉係でも相談可能です。

▲�性犯罪・性暴力相談
窓口はこちら

ひとりで悩まずご相談で悩まずご相談を !!
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